
　

９
月
4
日
㈰
は
、
自
治
会
連
合
会
で
定

め
た
総
合
防
災
訓
練
の
統
一
実
施
日
で
す
。

大
規
模
地
震
が
発
生
し
た
と
き
、
被
害
を

最
小
限
に
留
め
る
た
め
に
は
「
自
分
の
命

は
自
分
で
守
る
（
自
助
）」「
自
分
た
ち
の

地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
（
共
助
）」
と
い

う
意
識
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

各
自
治
会
の
訓
練
に
、
積
極
的
に
参
加

し
ま
し
ょ
う
。

令
和
4
年
度
防
災
訓
練
の
重
点
項
目

○
自
主
防
災
会
で
の
安
否
確
認

○
さ
ま
ざ
ま
な
住
民
が
主
体
的
に
参
加
で

き
る
訓
練
(
子
ど
も
、
要
支
援
者
、
外

国
人
な
ど
)

9
月
4
日
㈰
は
防
災
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

問
地
域
づ
く
り
応
援
課
（
本
庁
舎
2
階
）
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家
庭
の
備
え
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

　

大
規
模
災
害
時
も
在
宅
で
避
難
生
活
が

継
続
で
き
る
よ
う
、
家
庭
に
あ
る
磐
田
市

防
災
フ
ァ
イ
ル
と
「
家
庭
の
防
災
点
検
ポ

イ
ン
ト
」(
７
月
中
旬
の
自
治
会
回
覧
で
全

戸
配
布
済
み
)
を
活
用
し
、
家
庭
の
防
災

点
検
を
し
て
く
だ
さ
い
。

家
具
の
固
定
を
し
ま
し
ょ
う

　

市
は
、
家
具
固
定
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
市
が
委
託
す
る
磐
田
建
築
工
業
組

合
が
家
具
の
固
定
を
し
ま
す
。
詳
し
く
は

地
域
づ
く
り
応
援
課
ま
で
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

▼
申
込
期
間

　

8
月
26
日
㈮
ま
で
(
平
日
の
み
)
に
申

込
書
(
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
)
へ
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
地

域
づ
く
り
応
援
課
へ
(
電
話
申
込
可
)

災
害
に
強
い
地
域
を
つ
く
る
た
め
に

▲防災訓練の様子

 

　

応
急
危
険
度
判
定
は
、
大
地
震
に
よ
り

被
災
し
た
建
築
物
を
調
査
し
、
そ
の
後
に

発
生
す
る
余
震
な
ど
に
よ
る
倒
壊
の
危
険

性
や
外
壁
・
窓
ガ
ラ
ス
の
落
下
、
付
属
設

備
の
転
倒
な
ど
の
危
険
性
を
判
定
す
る
こ

と
に
よ
り
、
人
命
に
関
わ
る
二
次
的
災
害

を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

判
定
活
動
は
、
震
災
後
速
や
か
に
建
築
の

専
門
家
(
応
急
危
険
度
判
定
士
)
が
主
と

し
て
目
視
に
よ
り
被
災
建
築
物
を
調
査
し
、

判
定
度
を
「
危
険
」「
要
注
意
」「
安
全
」

の
3
区
分
に
判
定
し
ま
す
。

　

そ
の
判
定
結
果
は
建
築
物
の
見
や
す
い

場
所
に
表
示
さ
れ
、
居
住
者
は
も
と
よ
り

付
近
を
通
行
す
る
歩
行
者
な
ど
に
対
し
て

も
、
そ
の
建
築
物
の
危
険
性
に
つ
い
て
情

報
提
供
し
て
い
ま
す
。

地
震
被
災
建
築
物
の
応
急
危
険
度
判
定

大
地
震
時
に
は
被
災
し
た
建
築
物
の
調
査
を
行
い
ま
す

問
建
築
住
宅
課
（
西
庁
舎
2
階
）
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▲地震で被災した家屋

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
判
定
は
応
急
危
険
度

判
定
士
が
個
々
の
建
築
物
を
直
接
見
て
回

る
た
め
、
被
災
建
築
物
に
対
す
る
不
安
を

抱
い
て
い
る
被
災
者
の
精
神
的
安
定
に
も

つ
な
が
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

判
定
を
行
っ
た
建
築
物
に
つ
い
て
は
判

定
度
に
応
じ
て
判
定
ス
テ
ッ
カ
ー
の
表
示

を
行
い
ま
す
。

立ち入り禁止 建物内に入る場合
は注記事項に留意
が必要

使用可能

判定ステッカー（3 種類）

102022年（令和4年）8月号
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問福祉課（i プラザ 3 階）☎ 0538-37-4814　ＦＡＸ 0538-36-1635　

地域の身近な相談相手 民生委員・児童委員
ページ番号 1001982

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
民
生
委
員
法
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
無
報
酬
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
ま
た
、
児

童
福
祉
法
に
定
め
る
児
童
委
員
も
兼
ね
て
い
て
、
一
部
の
児
童
委
員

は
、
児
童
に
関
す
る
こ
と
を
専
門
的
に
担
当
す
る
「
主
任
児
童
委
員
」

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か

・
高
齢
の
た
め
、
何
か
あ
っ
た
と
き

不
安

・
近
所
の
家
に
何
日
分
も
新
聞
が
た

ま
っ
て
い
る

・
子
育
て
の
こ
と
で
相
談
で
き
る
人

が
い
な
い

・
生
活
が
困
窮
し
て
い
る

・
ひ
き
こ
も
り
の
家
族
の
こ
と
で
、

将
来
が
心
配

・
家
族
の
世
話
を
い
つ
も
し
て
い
る

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
が
い
る

・
い
ろ
い
ろ
困
り
ご
と
が
あ
る
け
ど
、

相
談
先
が
分
か
ら
な
い

　

こ
う
し
た
悩
み
に
対
し
て
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
は
、
適
切
な
専
門

機
関
を
紹
介
す
る
な
ど
、
必
要
な
支

援
へ
の
「
つ
な
ぎ
役
」
に
な
り
ま
す
。

自
分
の
こ
と
、
近
所
の
こ
と
で
何
か

困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ひ
と
り
で

悩
ま
ず
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
担
当
区

域
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
域
で
活

動
し
て
い
ま
す
。
お
住
ま
い
の
地
域

を
担
当
す
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員

が
分
か
ら
な
い
と
き
は
、
福
祉
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

活
動
内
容

■
地
域
で
の
身
近
な
相
談
相
手

　

生
活
上
で
困
っ
て
い
る
人
の
た
め

に
、
地
域
で
暮
ら
す
身
近
な
相
談
相

手
と
な
り
ま
す
。
相
談
内
容
に
応
じ

て
、
関
係
機
関
へ
の
「
つ
な
ぎ
役
」

に
な
り
ま
す
。

■
声
掛
け
や
見
守
り
活
動

　

だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
に
、
高
齢
の
方
や
障
が
い
の
あ
る

方
の
安
否
確
認
や
見
守
り
、
子
ど
も

た
ち
へ
の
声
掛
け
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

■
福
祉
の
関
係
機
関
と
の
連
携

　

行
政
の
依
頼
に
よ
り
、
担
当
地
区

の
状
況
調
査
な
ど
に
協
力
し
た
り
、

地
域
の
課
題
解
決
や
支
援
に
取
り
組

む
た
め
、
研
修
会
な
ど
で
必
要
な
知

識
の
習
得
に
努
め
た
り
し
て
い
ま
す
。

主
任
児
童
委
員
と
は

　

主
任
児
童
委
員
は
、
子
育
て
を
社

会
会
体
で
支
え
る
「
健
や
か
に
子
ど

も
を
産
み
育
て
る
環
境
づ
く
り
」
を

進
め
る
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

担
当
区
域
を
も
た
ず
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
と
連
携
し
な
が
ら
子
育
て

の
支
援
や
児
童
健
全
育
成
活
動
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

民生委員・児童委員には法による守秘義務（職務上知った秘密を守
るべきこと）があります。相談内容が他の人に伝わることはありま
せん。安心してご相談ください。
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「
広
報
プ
ラ
ス
」

「
広
報
プ
ラ
ス
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

広
報
い
わ
た
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
配
信
し
ま
す

　

市
の
広
報
紙
「
広
報
い
わ
た
」
を
、
よ

り
多
く
の
方
に
届
け
る
た
め
に
『
広
報
プ

ラ
ス
』
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

『
広
報
プ
ラ
ス
』
は
、「
広
報
い
わ
た
」

の
デ
ー
タ
を
専
用
ア
プ
リ
と
専
用
W
E
B

ペ
ー
ジ
で
配
信
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
手
軽
に
お
読

み
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

広
報
プ
ラ
ス
の
特
徴

①
イ
ベ
ン
ト
や
子
育
て
な
ど
、
興
味
の
あ
る

カ
テ
ゴ
リ
ー
ご
と
に
閲
覧
が
で
き
ま
す

②
キ
ー
ワ
ー
ド
を
入
力
し
て
記
事
検
索
が
可

能
で
す

③
外
国
語
に
翻
訳
で
き
ま
す

④
各
記
事
を
音
声
で
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す

生
ご
み
ダ
イ
エ
ッ
ト

生
ご
み
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か

を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か

堆
肥
化
容
器
で
ご
み
出
し
が
ラ
ク
に
！

問
ご
み
対
策
課（
磐
田
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
）
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利
用
方
法

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
左

記
の
2
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ア
プ
リ
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

市
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と

も
に
ご
み
減
量
を
進
め
て
い
ま

す
。
そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と

し
て
生
ご
み
堆
肥
化
容
器
(
コ

ン
ポ
ス
ト
)
の
購
入
費
補
助
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　

家
庭
で
出
る
生
ご
み
を
良
質

な
堆
肥
に
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

ページ番号 1001491

過
去
の
記
事
は
電
子
書
籍
サ
ー
ビ
ス
で

　

磐
田
市
立
図
書
館
電
子
書
籍
サ
ー
ビ
ス

で
は
、
平
成
17
年
4
月
1
日
に
発
行
し
た

創
刊
号
か
ら
最
新
号
ま

で
の
広
報
い
わ
た
を
ご

覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

生ごみ堆肥化容器の
購入費補助制度

▲

対象となる物
 ・コンポスト型容器    ・EM ぼかし容器

※電気を使用する生ごみ処理機は除く

庭や畑のない場所

で設置できる密閉

された容器

底部がなく地面に

直接設置する容器

▲

対象者
　市内在住者

▲

補助額
・1 基あたり容器購入費用の２分の１で

上限 3,000 円 (100 円未満切り捨て）

※商品券や各店が発行するポイントなど

　で支払われた部分は対象外

・年度ごとに１世帯２基まで

コンポストを使い始めて一番驚
いたことは、可燃ごみ袋の「ずっ
しり」感がなくなったことです。
嫌な臭いもしなくなったので、
ごみ出しが本当にラクになりま
した。

問
広
報
広
聴
・
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
（
本
庁
舎
2
階
）
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▲Andorid端末
　をご利用の方

▲ iOS端末を
　ご利用の方

私も使っています

ごみ対策課　坂倉主事

▲ 専用アプリのロゴ

▲電子書籍
　サービス ▲スマートフォンでの閲覧イメージ
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「
お
助
け
号
」
は
、
市
内
を
８
つ
の
地
区

に
分
け
て
運
行
し
て
い
る
予
約
型
乗
合
タ

ク
シ
ー
で
す
。
自
宅
と
指
定
施
設
間
を
移

動
す
る
こ
と
が
で
き
、
通
院
や
買
い
物
な

ど
、
日
常
生
活
に
お
け
る
移
動
手
段
と
し

て
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

磐
田
市
民
文
化
会
館
「
か
た
り
あ
」
の

オ
ー
プ
ン
に
合
わ
せ
て
、
７
月
30
日
㈯
か

ら
全
て
の
路
線
に
磐
田
市
民
文
化
会
館
「
か

た
り
あ
」
を
追
加
し
ま
す
。

「
お
助
け
号
」
の
運
行
案
内

7
月
30
日
㈯
か
ら
運
行
内
容
の
一
部
を
変
更
し
ま
す

問
地
域
づ
く
り
応
援
課
（
本
庁
舎
2
階
）
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運
転
免
許
証
返
納
者
へ
の
運
賃
割
引

　

65
歳
以
上
の
方
は
、「
運
転
経
歴
証
明
書
」

を
提
示
す
る
と
運
賃
が
半
額
に
な
る
割
引

制
度
が
あ
り
ま
す
。
「
運
転
経
歴
証
明
書
」

は
、
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
す
る
手
続

き
の
際
に
警
察
署
な
ど
で
申
請
の
上
、
交

付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
(
手
数
料

は
1
1
0
0
円
)。

　

詳
し
く
は
磐
田
警
察
署
(
☎
37-

０
１

１
０
)
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
「
お
助
け
号
」
の
利
用
に
は
事
前
の
利

用
者
登
録
(
無
料
)
が
必
要
で
す
。
登
録
、

利
用
方
法
や
運
賃
な
ど
の
詳
細
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
各
支
所
、
交
流
セ
ン

タ
ー
に
配
架
し
て
あ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
地
域
づ
く
り

応
援
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◀制度紹介
動画

屋
外
広
告
物
と
は　

　

建
物
の
壁
面
や
屋
上
に
設
置
さ
れ
て
い

る
広
告
、
野
立
て
の
広
告
板
な
ど
、
屋
外

で
公
衆
に
表
示
さ
れ
た
広
告
物
を
い
い
ま

す
。
広
告
物
を
取
り
付
け
る
た
め
の
脚
も

含
ま
れ
ま
す
。

規
制
地
域
と
許
可

　

市
内
に
は
、
屋
外
広
告
物
の
設
置
を
規

制
し
て
い
る
地
域
が
あ
り
ま
す
。
規
制
地

域
に
広
告
物
を
設
置
す
る
場
合
は
、
事
前

に
許
可
が
必
要
で
す
。
規
制
地
域
や
許
可

申
請
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

屋
外
広
告
物
適
正
化
旬
間

　

市
で
は
県
と
連
携
し
、
違
反
広
告
物
を

調
査
し
て
い
ま
す
。

　

屋
外
広
告
物
適
正
化
旬
間
中
は
調
査
を

強
化
し
、
無
許
可
で
広
告
物
を
表
示
し
て

い
る
場
合
や
、
大
き
さ
な
ど
が
条
例
に
適

合
し
て
い
な
い
場
合
は
、
許
可
申
請
や
改

修
、
除
却
の
措
置
を
依
頼
し
ま
す
。

屋
外
広
告
物
の
適
切
な
管
理
を

9
月
１
日
〜
10
日
は
屋
外
広
告
物
適
正
化
旬
間
で
す

問
都
市
計
画
課
（
西
庁
舎
2
階
）
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日
常
点
検
で
、
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
！

　

屋
外
広
告
物
は
、
雨
や
風
、
強
い
日
差

し
な
ど
の
厳
し
い
自
然
環
境
に
さ
ら
さ
れ

て
い
ま
す
。
表
面
は
き
れ
い
に
見
え
て
も
、

内
部
で
は
腐
食
が
進
み
、
落
下
や
倒
壊
な

ど
の
事
故
を
招
く
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
早

期
発
見
が
事
故
を
防
ぎ
ま
す
の
で
、
屋
外

広
告
物
の
所
有
者
は
、
日
常
的
に
目
視
に

よ
る
「
危
険
サ
イ
ン
」
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ

ク
を
行
い
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　

屋上広告

野立て広告

広
告
幕

突
出
広
告

壁
面
広
告

※ () 内は、65 歳以上で運転経歴証明書を
　 掲示した方の運賃

地区 運賃

豊田
400 円　  

（200 円）

竜洋、磐田北部、
磐田東部、磐田南部、
磐田中央

800 円　
（400 円）

福田
1,000 円　
（500 円）

豊岡
2,000 円　

（1,000 円）

▲パンフレット

「かたりあ」までの運賃

屋外広告物の例
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老
人
の
日
・
老
人
週
間
と
は　

　

昭
和
26
年
に
「
と
し
よ
り
の
日
・
と
し

よ
り
の
週
間
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ

が
、
世
論
を
高
め
る
力
と
な
り
、
全
国
各

地
で
さ
ま
ざ
ま
な
運
動
が
展
開
さ
れ
、
平

成
13
年
の
老
人
福
祉
法
の
改
正
で
９
月
15

日
が
「
老
人
の
日
」、同
月
21
日
ま
で
が
「
老

人
週
間
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
均
寿
命
が
男
女
と
も
80
歳
を
超
え
、

高
齢
者
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化

し
て
い
ま
す
。
新
た
な
職
場
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
方
や
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
の
見

守
り
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
、
積
極

的
に
地
域
と
の
関
わ
り
を
持
と
う
と
す
る

方
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、

交
流
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
講
座
や
サ
ー

ク
ル
な
ど
、
年
間
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
が
行
わ
れ
、
老
若
男
女
の
交
流
が
育

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実

現
を
目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

健健け
ん
け
ん

幸幸こ
う
こ
う

な
い
わ
た
・
健
康
長
寿

な
い
わ
た
・
健
康
長
寿
を
目
指
し
て

を
目
指
し
て

9
月
15
日
は
老
人
の
日
、
15
日
〜
21
日
は
老
人
週
間
で
す

問
高
齢
者
支
援
課
（
ｉ
プ
ラ
ザ
3
階
）
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９
月
を
『
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
』、

９
月
21
日
を
『
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

デ
ー
』
と
し
て
世
界
各
国
で
啓
発
活
動
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
受
け

て
み
ま
せ
ん
か
？

　

認
知
症
を
学
び
、
地
域
で
支
え
あ
う
た

め
に
自
治
会
や
職
場
な
ど
、
10
名
以
上
の

団
体
を
対
象
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
興
味

の
あ
る
方
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　

２
０
２
５
年
に
は
、
全
国
で
認
知
症
と

診
断
さ
れ
る
方
が
7
０
０
万
人
、
65
歳
以

上
の
高
齢
者
５
人
に

1
人
の
割
合
に
な
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
は
「
誰
に

で
も
起
こ
り
う
る
病

気
」
で
す
。
認
知
症

の
人
や
そ
の
ご
家
族

に
寄
り
添
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

毎
年
９
月
は
「
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
」

認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に

問
高
齢
者
支
援
課
（
ｉ
プ
ラ
ザ
3
階
）

☎
0
5
3
8

－

37

－

4
8
3
1

ＦＡＸ
0
5
3
8

－

37

－

6
4
9
5

ページ番号 1001897

健
けん

幸
こう

とは ･･･
　「健康は幸せの源であり、生涯を

通じて健康で生きがいを持ち、幸せ

な生活を営んでいる」という考え方

による造語です。健幸には、自ら健

康で自立した生活ができるように努

めることが大切です。

令和 4 年度 市内の長寿の状況

喜寿（77 歳）
1,495 人（男 742 人、女 753 人）

米寿（88 歳）
      959 人（男 313 人、女 646 人）

百寿（100 歳）
        61 人  （男　10 人、女　51 人）

101 歳以上
      100 人  （男   11 人、女　89 人）

※上記は年度内に年齢に達する予定者数

最高年齢　男 108 歳　女 110 歳

※令和 4 年 6 月 27 日現在

「磐田市」+「登録番号」　
が書かれたオレンジ色の　
シール▶

　認知症などにより、行方不明になる可

能性がある高齢者などを対象に、「見守

りオレンジシール」を配付しています。

　登録者情報を関係機関と共有し、地域

での見守り、行方不明時の早期発見につ

なげています。

　認知症になって誰よりも本人が不安

であり、苦しく悲しいものです。そん

な気持ちに寄り添い、さりげなく自然

に支援しましょう。

さ
ん

「お」　驚かせない
「じ」　自尊心を傷つけない
「い」　急がせない

認知症の方への対応「３つの心構え」
合言葉は『おじいさん』

「オレンジシール」を
付けている人を見かけたら・・・




